
 

１ 概 要 

アストラムライン延伸の利用者数は、平成２０年度の広島市交通実態調査注１のデータなどを基に、将来交通量の推計方法として一般的に用

いられている「４段階推計法」により予測を行った。 

注１交通実態調査 交通の主体である人に着目し、その１日の動きをとらえることにより交通の実態を把握するもので、ある目的をもってある地

点からある地点へ移動した人の出発地、到着地、移動の目的、交通手段、乗り継ぎの場所等について調査したもの。 

【調査対象者】 広島市域内の居住者(無作為抽出した対象世帯に調査票を郵送)及び公共交通機関を利用して広島市域内に流入

する市域外の居住者(主要ターミナルで調査票を配布) 

３ 各手順の詳細 

２ 「４段階推計法」の手順  

第１段階 どこで発生・集中するのか 

 

第２段階 どこからどこへ行くのか 

 

第３段階 何の交通機関を使うのか 

 

第４段階 アストラムライン延伸区間の利用者数を集計 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アストラムライン延伸の利用者予測（４段階推計法）について 

第１段階 どこで発生・集中するのか 

平成２０年度の広島市交通実態調査におけ

る発生・集中量の実績を基に、西風新都の将来

人口や石内東開発などの開発動向を加味して、

平成４２年度の目的別に地域毎の発生・集中量

を予測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２段階 どこからどこへ行くのか 

第１段階で目的別に予測した平成４２年度

の発生、集中交通量を基に、平成２０年度調査

の実績を踏まえ、各地域(ゾーン)間でどれだけ

移動が行われるかを予測する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３段階 何の交通機関を使うのか 

第２段階で予測した各地域(ゾーン)間の移

動交通量を基に、各交通手段の所要時間などか

ら、移動がどのような交通手段によりどれだけ

行われるかを予測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ地域 

Ｂ地域 

Ａ地域からＢ地域へ 
移動する交通量 

■  ■Ａ地域からＢ地域への移動交通量 

 

 

Ａ地域 

Ｂ地域 

 

■各地域(ゾーン)の発生・集中交通量 

自動車 

発　　着 ・・・ ・・・ Ｂ地域 ・・・ 発生量計

・・・

・・・

Ａ地域

・・・

集中量計

バス 

第４段階 
アストラムライン延伸区間の 

利用者数を集計 

第３段階で予測した交通機関別の利用者数

を基に、アストラムライン延伸区間の利用者数

を集計する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アストラムライン延伸区間の利用者数 

■ＡＢ地域間の交通機関別の利用者数 

t1 + t2 + ・・・ tn ＝ Ｔ（総利用者数） 

 

 

Ａ地域 

Ｂ地域 

 

Ｃ地域 

 

Ｄ地域 

 帰宅 業務 買物・私用 通学 

Ａ地域から発生する交通量 

Ｂ地域へ集中する交通量 

 

発　　着 ・・・ Ｂ地域 ・・・ ・・・ 発生量計

Ａ地域

・・・

・・・

・・・

集中量計

通勤 

 

 

Ａ地域 

Ｂ地域 
Ａ地域から発生 
する交通量 

Ｂ地域へ集中 
する交通量 

注２ゾーン 市域内を町丁目等を単位として一定の広がりをもつ１４３ゾーンに分割 

 帰宅 業務 買物・私用 通学 

Ａ地域からＢ地域へ移動する交通量 

発　　着 ・・・ Ｂ地域 ・・・ ・・・ 発生量計

Ａ地域

・・・

・・・

・・・

集中量計

通勤 

○○ 

 
Ａ地域 Ｂ地域 

交通機関利用総数 ○○トリップ(人)／日 

 
Ａ地域 Ｂ地域 

交通機関利用総数 ○○トリップ(人)／日 

アストラムライン延伸 ○○トリップ(人)／日 

Ｂ地域 

自 動 車 ○○トリップ(人)／日 

所要時間、移動料金、乗換回数な

どから、どの交通手段を選択する

かを設定 

バ ス ○○トリップ(人)／日 
Ａ地域 

 
Ａ地域 Ｂ地域 

アストラムライン延伸 t1 トリップ(人)／日 

Ｃ地域 Ｄ地域 
アストラムライン延伸 t2 トリップ(人)／日 

 

  

  

Ｙ地域 Ｚ地域 
アストラムライン延伸 tn トリップ(人)／日 
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４ 具体的な予測結果（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通勤 

業務 

通学 

帰宅 

通勤 

業務 

通学 

帰宅 

第１段階 どこで発生・集中するのか 

 

第２段階 どこからどこへ行くのか 

 

第３段階 何の交通機関を使うのか 

 

（単位：千トリップ(人)／日） 

紙屋町・本通ゾーンへ集中

する通勤目的の交通量は、

約19,900トリップ(人)／日 

五月ケ丘ゾーンから発生

する通勤目的の交通量は、

約 2,500 トリップ(人)／日 

アストラムラインの延伸の中で、都心方向に最も利用が

見込まれる五月ケ丘ゾーンと紙屋町・本通ゾーンの間の

通勤目的の交通量は、１２６トリップ(人)／日 

西風新都 

中区 
五月ケ丘ゾーン 

紙屋町・本通ゾーン 

西風新都 

中区 
五月ケ丘ゾーン 

紙屋町・本通ゾーン 

2.5
0.7

0.0

10.0

20.0

五月ケ丘ゾーン

(発生量) (集中量)

0.8

19.9

0.0

10.0

20.0

紙屋町・本通ゾーン

(発生量) (集中量)

○例  通勤目的の五月ケ丘ゾーンの発生量と紙屋町・本通ゾー

ンの集中量 

○例  通勤目的で五月ケ丘ゾーンから紙屋町・本通ゾーンへの

移動交通量 

 

第４段階 アストラムライン延伸区間の利用者数を集計 

 

通勤 

業務 

通学 

帰宅 

機関別の内訳 

１２６  

注アストラムライン延伸の利用 例えば、一つの移動でいくつかの交

通手段を乗り換えた場合、一度でもアストラムライン延伸を利用

すれば、利用者にカウントしている。 

 

○例  通勤目的で五月ケ丘ゾーンから紙屋町・本通ゾーンへの

移動交通量の機関別内訳 

注：４５

自動車・バイク：４０

：４１

通勤 

業務 

通学 

帰宅 

：４５ t1]

：t2  

：tn  

すべての目的で同様の予測を行い、アストラムライン延伸区間の利用者

数を集計 

＝約１５，２００トリップ（人）／日 
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